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１．はじめに

　2002年，当時巨人軍に在籍していた桑田真

澄投手が，古武術研究家である甲野善紀氏の

指導の下「古武術」を稽古した成果として最

優秀防御率賞を受賞した．そのニュースは瞬

く間に全国に広がり，スポーツ界だけでなく

様々な分野で「古武術を応用しよう」という

一大ブームが巻き起こった．「研究は何の役

に立つのだろうか？」「このままバイオメカ

ニクスの研究を続けてもよいのだろうか」と

いう大きな悩みを抱えていた私にとってこの

ニュースの影響は非常に大きく，筆者もその

中の一人として，2003年から甲野氏の元で稽

古を行うようになり，2004年からは中国武術

も稽古するようになった．そうした流れで一

時は博士課程を中退し，「古武術の指導で生

きていこう」と考えた時期もあった．しかし

「スポーツバイオメカニクスも古武術も，最

終的には同じ目的のところにたどり着くため

の道なのではないか」と考え，両方を研究し

続けようと思い定めて，今日に至っている．

本稿では，まずスポーツバイオメカニクスと古

武術について概観し，その関係について述べな

がら，今後の展開について考えていきたい．
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２．スポーツバイオメカニクスとは

　動作分析は1800年代から行われていたが，

フランスのマレー（Marey 1830-1904）やア

メリカのマイブリッジ（Muybridge 1831-

1904）が映像を元にした人間や動物の記録お

よび撮影を行い，それ以降映像機器の発展も

相まって映像を用いた動作分析が広く行われ

るようになった（図１）．

図1　�Muybridgeが撮影した写真の例（Plate 340, 
Boxing, open hand）

　スポーツバイオメカニクスとは“スポーツ

における運動，ヒト，用具，施設のふるまい

を力学的観点から研究するスポーツ科学の基

礎的領域の一つで，スポーツにおける動作の

改善に大きく貢献する潜在力を持っており，

１）スポーツ学部
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スポーツ技術やトレーニングの理解力，分析

力，そして創造力のための基礎となりうる”

学問分野（阿江・藤井，2002）である．

　図２は，スポーツ動作の最適化ループ（阿

江・藤井，2002）を示したものである．技術

を改善していくためには，まず①運動を客観

的に観察し，②動作の比較と評価を行う．例

えば優れた選手や目標とする選手の動きと走

でない選手もしくは自分の動きはなにが違う

のかを映像や様々な機器による計測を通して

客観的に評価する．そうすることで③動作の

制限要因や技術的欠点を知ることができ，④

トレーニングをデザインすることができるよ

うになる．そして⑤実際にトレーニングを行

い，トレーニングする前と後で①運動の客観

的な観察と②前後の比較・評価を行い…とル

ープは続いていく．このように，トレーニン

グを行う前にいかに動作を客観的に比較・評

価できるかが，その後のトレーニングの内容

や成果を決定する．スポーツバイオメカニク

スの役割は主に①と②であり，③はコーチや

トレーナーとの共同作業，④と⑤はコーチや

トレーナーの役割が主となるのではないか．

図2　�スポーツ技術の最適化ループ� �
スポーツバイオメカニクス20講（阿江・藤
井，2002）より

３．スポーツバイオメカニクスの役割

　1991年に東京で開催された世界陸上選手権

において，スポーツバイオメカニクスの研究

者達が競技中の動作をVTR撮影して分析し，

様々なデータを算出した．それにより，日本

人の短距離走の走り方の問題点を浮き彫りに

し，指導方法が改善されていった．具体的に

は，「日本人選手は振り上げる脚の膝を高く

上げ，地面についている脚をぴんと伸ばして

いたが，カール・ルイス選手をはじめとする

トップアスリートたちは膝をそれほど高く上

げず，地面についている脚（恐らく足首）も

曲がっていたことが分かった」，「これを機

に，試合中のアスリートの動きを計測するこ

との重要性が日本のバイオメカニクス研究者

の間で広く認識されるようになった」（大下，

2012）．このように，動作のメカニズムをバ

イオメカニクス的に明らかにすることで，そ

れまでの常識や通念が打破され，新しい技術

や指導法が開発されていく．今では陸上競技

のみならず，ありとあらゆるスポーツで映像

分析が行われており，即日フィードバックや

試合中のフィードバックなどに役立てられて

いる．

　その中の一つとして，競泳全日本チームに

おける活動が挙げられる．2014年の毎日新聞

に，国立スポーツ科学センター専任研究員で

競泳全日本チームのデータ分析を行った窪康

之氏の活動が紹介されている．窪氏は動作分

析を競技力向上に生かす方法として（1）速い

選手の動きを調べ，遅い選手の動きを改善す

る，（2）理論的にどうすれば速くなるかをア

ドバイスする，という2点を挙げ．実例とし

てスタート時の入水方法を紹介した．それま

で主流だった高く飛んで落下スピードを利用

する方法の欠点と低く飛んで浅い角度で入水

する方法の利点を説明し，これが『最初の

15mのタイムを約0.2秒縮めたことが好成績

につながった』という平井伯昌コーチの言葉

につながっている． 

　記事の中で，窪氏は自らの役割を「セカン

ドオピニオン」と呼んでいる．平井コーチが

『基礎理論を含め，窪さんと話しながら考え

ると新しいアイデアを思いつく』と述べてい

るとおり，コーチや選手に対して答えを提供

するというスタンスで臨むのではなく，「考

える材料を提供し一緒に考えて答えを導き出
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す過程を生み出すこと」が，スポーツバイオ

メカニクスを現場で活用するために非常に重

要なことである．

４．古武術との出会い

　筆者は大学２年生の時にスポーツバイオメ

カニクスの授業を受けて「これを追求しよ

う」と決心し，博士取得までの11年間スポー

ツバイオメカニクスを学んだ．同時に野球部

でコーチをしていたが，研究と指導の両面で

行き詰まりを感じた．簡単に言えば，「研究

と現場での指導がつながらない」という悩み

が生じていた．先の記事にある窪氏のような

スタンスではなく，私自身がコーチでありバ

イオメカニクスの研究者であったため，その

間をつなぐ方法が分からず，研究を現場に生

かすことができていなかった．そのようなこ

ともあり，一時期は「スポーツバイオメカニ

クスは現場では役に立たないのではない

か？」「もっと他に学ばなければならないこ

とがあるのではないか？」という疑問を抱え

た．

　そんな時，2002年に桑田真澄氏が最優秀防

御率賞を受賞した．その３年前に右肘内側側

副靱帯を断裂し，当時ではまだ珍しかった靱

帯再建術（通称トミー・ジョン手術）を受け，

復活したものの成績が上がらない日々を過ご

していたはずだったものが，「復活の影に古

武術あり」と大々的に報道された．ちょうど

その年，日本体育学会第52回大会（於埼玉大

学，2002）でのシンポジウムにて，結城匡啓

氏が清水宏保氏に対するコーチングについて

発表した際「清水選手と能の動きやチーター

の走りを見てスケートに生かせないかと研究

した」という話があった．これが印象に残っ

ていたため，桑田氏と古武術の報道を見たと

きに「これ（古武術）が研究と現場の架け橋

になるのではないか」と直感し，2003年より

桑田氏の師事した甲野善紀氏の下で古武術を

学び始めた．

　古武術とは明治維新以前に日本で行われて

いた武術の総称で，近代化された武道と区別

するために“古”武術と表記される．古武術

をスポーツに応用した例として，女子バスケ

ットボール元全日本代表の小磯（旧姓濱口）

選手や，女子卓球の平野選手などが挙げられ

る．最近では，スピードスケートの小平選手

が大学生の頃から古武術を取り入れ，成績を

伸ばしてきた（2014－15シーズンW杯総合優

勝など）．

５．古武術の応用には「まず身体」

　明治維新以前を生きた人たちは，ほぼ例外

なく「体を動かすこと」が日常生活の一部で

あった．例えば図３のように，昔の人は米俵

など重い物を扱うような仕事が日常であり，

だからこそ図４のように米俵５俵（300kg）

を担ぐ女性の写真も残されているのであろう．

　このように，頑強な身体があればこその古

武術ならば，現代人である我々は武術やスポ

ーツを学ぶ以前に，それだけの身体を取り戻

す必要があるのではないだろうか．2012年の

本学文化講演会にて，落合博満氏は「身体が

図4　米俵を5俵担ぐ女性の模型

図3　米俵を運び出す人たち
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しっかりとして，そこに技術が身につくこと

で，心がぶれなくなる．だから，心技体では

なく『体・技・心』である」と述べた．これ

も上述の「まず身体を取り戻す」ことに通ず

るところがある．

　古武術の講習会を行うと，どうしても「ど

う動けばよいか」という技術の問題としてと

らえられてしまい，身体そのものをどう変え

るか，という点には目を向けてもらえないこ

とが多い．古武術的な観点で考えた姿勢や動

きを少し教えるだけで，両手で押してもビク

ともしないようになるなど効果が現れること

が多いため（図５），この外見だけにとらわれ

て動きや技術の問題として古武術をとらえて

しまい，本質的なところまで目が届かずに終

わることが多い．このような観点で古武術を

とらえようとする選手やチームでは，古武術

を取り入れる際にも「いいとこ取り」で終わ

ろうという姿勢が見られ，長続きしない．

　しかし，技術は身体ができてこそのもので

あり，古武術をスポーツに応用するためには

「まず古武術が行われていた頃の身体に戻

る」ことが必要であり，古武術を学ぶ上では

この観点を外してはならない．この観点で根

本から変えようという取り組みをする選手や

チームでは，講習した内容もずいぶんよく浸

透し，選手が主体性を持って取り組んでくれ

ることが多く，成績も向上している．

６．今後の展開

　前述の小平選手は，コーチである結城氏に

バイオメカニクス的な観点を学び，さらにト

レーニングを積み重ね，そしてそこに古武術

的な体の動かし方の要素を取り入れること

で，大きな成果を上げた．このような形が著

者の理想とするところであり，これを本学で

も実現すべく，「パフォーマンス向上室」（仮）

を開設し，動作分析と古武術指導を一体とし

て動作指導の場を構築したい．そしてそこで

の活動により一人でも多くの学生がそれぞれ

の能力を十分に伸ばし，その学生にとっての

最高のパフォーマンスを発揮してもらえれば

と考えている．
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